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【 ご 案 内 】 

当教材は、体験入学用の抜粋版で、政治学の第１回講義（政治学①）の該当範囲の内

容を抜粋したものとなっております。 
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※各回の巻末にミニテストを掲載しています。 

 



  

講義進度表 

回 項目 講義内容 

1 政治学概論 

1.政治学のガイダンス 

2.政治学の基礎概念 

3.国家とイデオロギー 

2 政治制度論(1) 

1.議会 

2.国会の仕組み 

3.議院内閣制 

4.大統領制 

3 政治制度論(2) 
1.各国政治制度 

2.選挙制度 

4 政治過程論(1) 

1.政治体制論 

2.政党の発生と機能 

3.政党システム 

5 政治過程論(2) 

1.利益集団 

2.マスメディアと政治 

3.政治意識と政治文化 

4.投票行動の理論 

6 政治思想・理論(1) 

1.古代・中世の政治思想 

2.近代の政治思想 

3.現代の政治思想 

7 政治思想・理論(2) 

1.民主主義の思想 

2.現代政治学 

3.現代政治哲学 

4.国家と権力の理論 

基本演習 政治学 
出題範囲：第１回～７回 出題数：24問 

 

『講義進度表』は各講義回で触れる内容を示しております。 

※当講義進度表は，ＴＡＣ直営校及びＴＡＣ通信講座受講生のものになります。大学学内講座等ではカリキュ

ラムが異なる場合がございますので予めご了承ください。 

 

※「政治学」に関する，より発展的な内容にも取り組んでみたい受講生の方は，「発展講義：政治科

目」の政治学分野も併せて学習してみましょう。 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

問
題 

問 題 編 
  

  

  



  

  

－10－ 

上下 20 ﾐﾘ 左右 14 ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

 

第1回 政治学上の概念 税：平20 正答率 70.9％ 

No.1 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

 政治学上の概念に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

 

1．権力のとらえ方の一つに，権力を実体概念としてとらえる見方があり，例えば N.マキャヴェッリや K.マルクス

の説が分類される。これは，権力の実体は，権力者と服従者の間の相互関係の中で生じるとする考え方である。 

2．「夜警国家」という国家観があるが，F.ラッサールによると，夜警国家とは国防と治安維持を主たる役割とし，

そのために必要となる軍事力・警察力を維持拡大する目的から，行政府が経済を強力に統制して効率的な経済発展

を目指す富国強兵政策を採る国家のことをいう。 

3．一定地域における絶対的排他的統治権を示す「国家主権」は，古代より現代に至るまで，国家が当然に保持して

いるものとする共通理解が確立されていた。そして，この当然に存在するとされた国家主権の源泉をめぐる議論が，

国家主権に関する学説を発展させた。  

4．支配の安定のためには支配権力の正当性が必要とされるが，M.ウェーバーによって分類された支配の三類型のう

ち，「合法的支配」とは，形式的に正しい手続によって明示的に定められた制定規則による支配をいう。ただし，

ウェーバーの「合法的支配」は，支配や規則の内容に対する価値判断を行っていないという点で批判がある。 

5．政治エリートの分析に際して，C.W.ミルズは，軍部と巨大軍事産業が相互の利益を追求するために癒着した連合

体である「軍産複合体」の存在を指摘し，この連合体の影響力が増大すると，最終的には軍事クーデターにより軍

事独裁政権が誕生することになると警告した。 

 
 

第1回 ウェーバーの支配の三類型 区：平16 正答率 ‐％ 

No.2 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 マックス・ウェーバーの支配の正当性の 3類型に関する記述として，妥当なのはどれか。 

 

1．カリスマ的正当性は，支配者の持つ超自然的資質に対する帰依に服従の基礎を置いており，生産力も社会秩序も

停滞的な社会でのみ見られる。 

2．合法的正当性とは，支配が正当な手続を経て出来上がった法律に基づいて行われることから生じる正当性で，永

続性を獲得することにより，血統的つながりのある子孫や身内に受け継がれる傾向を強く持っている。 

3．合法的正当性では，実質的正当性が要されるので，法律としての体裁さえ整えば国家は何をしても自由だとする

法律万能主義に陥る危険性はない。 

4．伝統的正当性は，伝統や慣習，先例が重んじられる社会で見られ，古代より封建社会に至るまでの農耕社会を背

景とする政治権力に一般的な正当性のあり方である。 

5．伝統的正当性とは，支配者の命令が明示的かつ予測可能な一般的ルールに基づくために正当なものとみなされる

もので，官僚制的な権力に最もよく適合する。 

 



第
１
回 

  

  

－11－ 

上下 20 ﾐﾘ 左右 14 ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

 
第1回 権力論 区：平17 正答率 ‐％ 

No.3 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 権力論に関する記述として，妥当なのはどれか。 

 

1．ラズウェルは，権力を二人の行為者の関係としてとらえ，明確な関係概念に立って権力論を展開し，権力の源泉，

基盤，手段，範囲などで，行為者間の権力関係が変化していくことを量的に分析しようとした。 

2．ダールは，権力を行使している者が立脚している基盤を権力基底と呼び，軍隊の集中及び生産手段の所有が権力

の基盤であるとした。 

3．パーソンズは，政治権力は服従者の利益を収奪することによって成立しているという権力観に立ち，政治権力が

収奪したものと服従者が収奪されたものを差し引きすればゼロに落ち着くとする零和概念を唱えた。 

4．メリアムは，権力関係を安定させる手段として，理性に働きかけ権力の合理化を図るクレデンダと象徴を巧みに

使って感情に働きかけるミランダとがあるとした。 

5．ミルズは，権力構造の多元性を唱え，多元的で参加の可能性が高く，権力が批判にさらされやすい政治体系をポ

リアーキーと呼んだ。 

 
 

第1回 権力論 都：平14 正答率 ‐％ 

No.4 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 メリアムに関する記述として，妥当なのはどれか。 

 

1．彼は，ミシガン学派に属し，行動論政治学を批判して，政治学の分野においても，自然科学をモデルに法則化と

数量化を探求すべきであるとし，政治学の実証理論化をめざした。 

2．彼は，市長選挙の際の有権者の投票行動を社会学的な視点から分析し，投票行動が有権者の宗教，職業や居住地

域といった社会的指標と高い相関をもつとした。 

3．彼は，権力実体説の立場にたち，具体的な権力行使の背後には一定不変の権力という実体があり，政治権力を所

有する少数の人々が，政治権力を所有しない多数の人々を支配するとした。 

4．彼は，権力のミランダを，物理的強制手段によって政治権力を正当化するものであるとし，その形態として，記

念碑，旗などのシンボルや儀式，デモがあげられるとした。 

5．彼は，権力のクレデンダを，被治者の内面や知性や合理性に訴えて権力を正当化するものであるとし，その形態

として，神による授権，指導力の承認，多数意思の形成があげられるとした。 

 



  

  

－12－ 

上下 20 ﾐﾘ 左右 14 ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

 

第1回 権力論 区：平19 正答率 65.4％ 

No.5 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 ラズウェルの権力論に関する記述として，妥当なのはどれか。 

 

1．ラズウェルは，権力は服従者に魅力あるものか，正当なものとみなされるようになって初めて安定的に存続しう

るとし，象徴を巧みに使って情緒に訴えるミランダと信念に訴えて権力の合理化を図るクレデンダという概念を提

示した。 

2．ラズウェルは，明確に関係概念に立って権力論を展開し，A と B との間で「A が命じなければしないであろうこ

とをBにさせる程度において，AはBに対して権力を持つ」という形で定義し，権力の比較計量を試みた。 

3．ラズウェルは，人間は社会における種々の価値を所有又は追求しているが，ある人間が他の人間の持つ価値に対

して，これを剥奪する能力を有するとき，そこに権力関係が成立するとした。 

4．ラズウェルは，権力を実体概念とみる立場から，それを人間あるいは人間集団が保有する力としてとらえ，暴力

の集中を権力の基盤とみなした。 

5．ラズウェルは，権力とは，ある社会関係の中において，抵抗を排除してでも自己の意志を貫徹しうる可能性を意

味するとした。 

 
 

第1回 権力論 区：平23 正答率 93.8％ 

No.6 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 ダールの権力論に関する記述として，妥当なのはどれか。 

 

1．ダールは，「権力とはある社会関係の中で抵抗を排してでも自己の意思を貫徹しうる可能性である」と定義する

とともに，権力の本質は強制力にあり，強制力を持つ少数者が他者を服従させると主張した。 

2．ダールは，アメリカ社会を歴史的に分析した結果，権力の集中化の傾向を見出し，軍部，大企業経営者，政党幹

部の三者に権力が集中し，相互に結びつきを強めパワー・エリートを形成していると主張した。 

3．ダールは，「さもなければ B がしなかったような事柄を B に行わせる場合，その度合いに応じて A は B に対して

権力を持つ」と定義し，権力を，それを行使する者と行使される者との間の相互関係においてとらえた。 

4．ダールは，権力行使の基盤となるものを権力基底と呼び，20世紀の社会的価値の多元化を背景に，富，知識，技

能，尊敬，愛情など多様な能力や資質が権力行使の基盤になることを指摘した。 

5．ダールは，政治権力を「目標達成のために社会的資源を動員する能力」と定義し，政治権力が社会全体としてプ

ラスの利益を生んでいるとする権力の非零和概念を提示した。 

 



第
１
回 
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上下 20 ﾐﾘ 左右 14 ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

 

第1回 権力論 区：平26 正答率 81.7％ 

No.7 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 権力論に関する記述として，妥当なのはどれか。 

 

1．ラスウェルは，政治権力の正当性がどのように獲得されるかについて，信念に訴えて権力の合理化を図る「クレ

デンダ」と，象徴を巧みに使って情緒に働きかける「ミランダ」があるとした。 

2．メリアムには，「権力と人間」の著作があり，人間は社会における種々の価値を所有若しくは追求しているが，

ある人間が他の人間の持つ価値に対して，これを剥奪する能力を有するとき，そこに権力関係が成立するとした。 

3．ルークスは，アメリカの権力的地位にある人々の構成とその変化を分析し，第二次世界大戦後，軍幹部，大企業

経営者，政治幹部の三者に権力が集中する傾向が進み，「パワー・エリート」を形成しているとした。 

4．フーコーには，「監獄の誕生」の著作があり，近代の権力は，実力や暴力のように目に見える形で行使されるよ

りは，権力作用を受ける者が自分で自分を規律するように仕向けるという形で，自動的に行使されるとした。 

5．バクラックは，本来であれば争点化するであろう問題が制度的に隠蔽
いんぺい

され，決定から排除された者の真の利害が

表出されないどころか，当人に意識されることすらない形で行使される権力に注目し，「三次元的権力観」を提示

した。 

 
 

第1回 権力論 税：平16 正答率 ‐％ 

No.8 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 権力に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

 

1．C.W.ミルズは，1950年代のアメリカ合衆国の社会を分析し，政府高官・財界幹部・高級軍人から構成されるパワ

ー・エリートに権力が集中する一方で，権力構造の底辺では大衆社会化が進み，政治的無関心が支配的になってい

るとした。 

2．M.ウェーバーは，権力の正当性の根拠を三つの類型に分類し，権力の正当性の根拠は，文明社会の発達に伴って，

「カリスマ的正当性」から「伝統的正当性」を経て「合法的正当性」へと三つの段階を経て移行していくと主張し

た。 

3．R.ミヘルスは，権力は，その発展過程において次第に合法的正当性を喪失し，カリスマ的指導者による少数者支

配傾向を強めていくという「寡頭制の鉄則」を主張した。 

4．C.E.メリアムは，権力関係を安定させるための手段を，人々の知性に訴えて権力を正当化させるミランダと，象

徴を用いて権力を正当化させるクレデンダという二つの概念に分類した。 

5．政治権力が特定の少数者に独占されて社会の支配が行われるのは，一般国民の政治参加が許されていなかった前

近代社会に特有の現象であり，現代社会にはみられない。 



  

  

－14－ 

上下 20 ﾐﾘ 左右 14 ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

 

第1回 権力論 国般：平13 正答率 ‐％ 

No.9 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 権力に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

 

1．権力の「実体概念」は，権力を具体的な人間関係の中でどれだけの服従を確保できるかという実効に即してとら

える。したがって，暴力の集中や富の所有を権力の基盤とするという考え方は，権力の実体概念ではない。 

2．M.ウェーバーの支配の正当性分類におけるカリスマ的正当性とは，伝統や習慣の重みに源泉を持ったものである。

この型の支配はカリスマ的とはいえ，伝統等にその基盤を持つことから，危機的状況下では有効に機能することは

難しい。 

3．C.E.メリアムは，権力を正当化する手段を類型化し，その一つとして旗，音楽，記念碑などのシンボルを通じて

人々の情緒に訴えかけるという類型を提示した。彼はそれを神学用語で「信条，信仰」を意味するクレデンダと呼

んだ。 

4．H.D.ラスウェルは，ある人間が他の人間の価値を剥奪する能力を有するとき，そこに権力関係が成立するとした。

そして，20世紀の社会的価値の多様化を背景に，権力の基礎は多元的に成立することを理論化した。 

5．C.W.ミルズの「パワー・エリート」概念は，政界と財界の指導者への権力の集中を説明するものである。彼は，

このうち政治指導者については選挙により選出されなければならないことから，究極的には権力は財界指導者に集

中していくと主張した。 

 
 

第1回 権力論 国般：平15 正答率 ‐％ 

No.10 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｃ 

 

 権力に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

 

1．権力の実体概念は，権力を人間又は人間集団の保有する何らかの力，例えば，物理的強制力(暴力)，経済的強制

力(財力)，心理的強制力(魅力)などととらえるものである。D.イーストンや丸山真男がこのように権力を実体概念

でとらえた代表的な人物である。  

2．権力の関係概念は，第二次世界大戦後に西欧で発達した政治学で多く用いられたものであり，ほかからの働きか

けがなければ Bが行わないことを，Aが Bに行わせることができるとき，Aは Bに対して権力を持つとした C.W.ミ

ルズの権力概念などがその典型である。 

3．権力の関係概念は，権力を具体的な状況における人間又は集団の相互関係においてとらえるものである。これは，

権力を，具体的な状況や人間関係の中で，どれだけの服従を確保できるかという点に着目してみようとする点で，

機能的なとらえ方だともいえる。 

4．H.A.サイモンは，権力と権威を分けて考え，権力は，例えば他人からのメッセージを，その内容を自身で検討し

た後に，進んで受容するときにみられるものであるとした。彼によれば，権威が強制により服従を確保するのに対

し，権力は強制がなくとも服従を確保し得るものであるといえる。  

5．M.ウェーバーは，支配の正統性の三類型として，神権的正統性，自然権的正統性，人民主権的正統性の三つを挙

げることにより，権力者の発した命令が被治者によって無条件に受け入れられるための根拠が何であるかを示した。 

 



第
１
回 

  

  

－15－ 

上下 20 ﾐﾘ 左右 14 ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

 

第1回 福祉国家 税：平19 正答率 51.9％ 

No.11 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

 福祉国家に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

 

1．G.エスピン=アンデルセンは，福祉国家を社会民主主義モデル，自由主義モデル，保守主義モデルという三類型

に整理した。その上で，我が国については家族が福祉の供給を担っているという点に着目し，最も福祉が手厚い社

会民主主義モデルに当てはまるとした。 

2．G.エスピン=アンデルセンは，福祉国家の性格を分析するために，脱商品化指標と階層化指標という二つの指標

をとった。このうち，脱商品化指標とは福祉サービス産業が経済全体に占める割合を示すものであり，これが高い

ほど福祉が充実していると考えられている。 

3．英国における福祉政策は，国民生活の最低保障は政府の義務であると論じたベヴァリッジ報告に沿って進められ，

発展していったが，それにより財政赤字やインフレなどが深刻化したため，1951年に成立したチャーチル政権によ

って大規模な政策転換が行われた。 

4．我が国では，1973年に高齢者の医療費自己負担の無料化，厚生年金や国民年金の給付額の増加など，社会保障の

充実が図られたため，この年は「福祉元年」とも呼ばれる。その後，1982年の老人保健制度の創設，1984年の被用

者保険本人に対する1割負担の導入など，見直しが進められた。 

5．福祉政策は国民生活の水準を引き上げ安定をもたらす一方で，経済学，公共選択論などから様々な批判を受ける

側面をも有している。その代表的なものとしては，福祉政策がビルト・イン・スタビライザーとして機能し，景気

変動の波を大きくするとともに経済発展を阻害するというものが挙げられる。 

 
 

第1回 福祉国家 国般：平20 正答率 20.6％ 

No.12 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

 福祉国家及び福祉政策に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

 

1．社会保障政策のうち，国民の遭遇する事故や災害などによる損害の補填及び生活の保障を目的とする公的な強制

保険は，社会保険と呼ばれる。この社会保険制度を世界で初めて政策的に導入したのは，ベヴァリッジ報告を受け

た第二次世界大戦後の英国であった。 

2．社会保障政策には，社会保険のほかに費用を政府が負担するものとして公的扶助と社会福祉(社会扶助)とがある。

公的扶助とは，行政機関によって直接行われる社会保障であり，生活保護や老人医療費の無料化，児童手当の支給

などがある。一方，社会福祉とは，行政機関が直接には行わない社会保障であり，慈善団体や民間福祉施設に対す

る補助金の支出などがある。 

3．H.ウィーレンスキーは，経済水準や政治体制の類型などの要素と社会保障支出の対ＧＮＰ比との関係を分析した。

そして，長期的に見れば，その国の政治体制やエリート・イデオロギーの類型といった要素とはほとんど関係なく，

その国の経済水準が社会福祉水準を決定する根本的原因となっていると主張した。 

4．G.エスピン=アンデルセンは，ＧＮＰの多寡と歴史的に福祉政策の推進に前向きであったか否か(歴史的経路依存

性の有無)という二つの指標を使い，国家を四つに類型化した。そして，ＧＮＰの水準が高く，歴史的に福祉政策

に積極的であった(歴史的経路依存性がある)英国型の国家において，最も福祉国家化が進むとした。 

5．ケインズ主義では，経済水準は需要によって決まるとするセイの法則により，政府による福祉支出は需要拡大効

果を生み，経済規模を拡大させるものと評価される。一方の新古典派主義では，市場では自動安定化装置が働くた

め福祉支出による需要拡大は不可能であり，福祉政策は経済の安定に寄与しないとする。 



  

  

－16－ 

上下 20 ﾐﾘ 左右 14 ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

 

第1回 福祉国家 国般：平29 正答率 41.0％ 

No.13 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

福祉国家と政治に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

 

1．F.ハイエクは，計画主義的思考は歴史の過程において自生的に形成されてきた秩序を強化し，人間の多様性や自

由を抑圧から解放するものであると主張した。そして，J.M.ケインズの経済理論に基づく社会保障制度の充実や所

得の再分配を支持した。 

2．社会保障を支える仕組みは，その財源に注目すると，大きく公的扶助と社会保険の二つに分けられる。公的扶助

は，通常は資力調査を行わずに全ての困窮者に等しく与えられる普遍主義の考え方による仕組みであり，我が国で

は生活保護，老人福祉，児童手当等の制度が該当する。この公的扶助制度を世界で初めて政策的に導入したのは，

ドイツのビスマルクである。 

3．G.エスピン＝アンデルセンは，福祉国家を「脱商品化の指標」と「階層化の指標」を用いて，三つに分類した。

すなわち，フランス，ドイツ，イタリア等に代表される自由主義型，米国，カナダ，オーストラリア等に代表され

る保守主義型，スウェーデン，ノルウェー，オランダ等に代表される社会民主主義型の三類型である。 

4．第二次世界大戦後に取りまとめられたベヴァリッジ報告では，保険料の負担を伴う社会保険ではなく，国庫負担

により所得保障を行う公的扶助と任意保険の二つを組み合わせることによって，国民の窮乏を克服することなどが

提言された。同報告は，ナショナル・ミニマムを保障しようというものであり，福祉国家の先進的なモデルとして

高い評価を得た。 

5．我が国においては，戦後，生活保護法が制定され，さらにその後，国民健康保険法の全面改正や国民年金法の制

定が行われて，国民皆保険・皆年金が実現した。1973年には老人医療費を無料とする制度が導入されるなど，同年

は福祉元年とも呼ばれ，この時期に社会保障制度は大きく拡充された。 

 



  

  

 

正答番号一覧（政治学 第１回） 

 

問題 No. 正答番号 

No. 1 4 

No. 2 4 

No. 3 4 

No. 4 5 

No. 5 3 

No. 6 3 

No. 7 4 

No. 8 1 

No. 9 4 

No. 10 3 

No. 11 4 

No. 12 3 

No. 13 5 

 

 

※実際の V問題集には、正答番号と共に選択肢ごとの詳細な解説を掲載しております。 
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